



















































Spatial Planning: MSP）を提案している。日本では 2018年に策定された第 3 期海洋


























象とした。2019 年 4 月 8 日観測の人工衛星 GeoEye-1 のマルチスペクトルバンド画像











養殖施設を対象とした。2014 年 8 月 6 日観測の航空機搭載型合成開口レーダ Pi-SAR-












県山田湾を調査場所として，2009 年 11月 23日の人工衛星 GeoEye-1画像，2016年 4
月 12 日の人工衛星 WorldView-2 画像，2019 年 4 月 8 日 GeoEye-1 画像から筏式養殖
施設を自動抽出，延縄式養殖施設を目視判読により解析した（図 3）。次に，2015 年 4
月 30 日の人工衛星 Pleiades-1A 画像を用いて広田湾の筏式養殖施設を自動抽出した。
また，広田湾において 2015 年 9 月 3 日，2016 年 10 月 13 日，2017 年 8 月 31 日，





ら，汎用性のある手法であることが確認された。台数ベースでは，2009年 11 月 23日
時点で 2,631台，2016年 4月 12日時点で 825台，2019年 4月 8日時点で 797 台の筏
式養殖施設が自動抽出された。このことから，東日本大震災前後で海面養殖施設の台数
と空間配置が大きく変化したことも明らかとなった（図 3）。一方，広田湾の筏式養殖施






を検出できることが分かった（図 5）。第 3章では，空間分解能 1.76 m × 3.2 mの航空









































（図 2）2014年 8月 6日観測 Pi-SAR-L2全偏波観測画像データを 3成分散乱モデルで計
算し、得られた 2回反射，体積散乱，表面散乱を、赤、緑、青色で示した宮城県




（図 3） 2009年 11月 23日（東日本大震災前）GeoEye-1画像と 2016年 4月 12日（東
日本大震災後）WorldView-2画像から岩手県山田湾の海面養殖施設をマッピング
した図。橙色は自動抽出した筏式養殖施設，青色は目視判読した延縄式養殖施設。
背景は 2019年 5月の人工衛星 Sentinel-2Aの画像を使用。  
 





（図 5）2017 年 8 月 31 日観測 ALOS-2 PALSAR-2 全偏波観測データを 3 成分散乱モデ
ルで計算し、得られた 2 回反射，体積散乱，表面散乱を、赤、緑、青色で示した
岩手県と宮城県の県境に位置する広田湾の RGB合成図。図 4と同じ範囲を示す。 
 
